
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

三
月
定
例
町
議
会
が
、
２
月
２
７
日
か
ら
３
月
２
０
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
寄
居
町
議
会
議
員
団
の
質
疑
要
旨
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

        

一
、
高
齢
者
の
孤
立
死
を
な
く
す
た
め
に 

 

今
年
早
々
に
、
高
齢
者
が
行
方
不
明
で
死
亡
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
画
像
を
参
考
に
す
れ
ば
、
発
見
ま
で
に
数
日
間
を
要
し
て
い
ま
す
。 

(

１)

な
ぜ
こ
ん
な
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
か 

①
連
絡
体
制
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
す
か
②
防
災
無
線
で
は
該
当
地
区
を
小
字
名

で
放
送
で
き
ま
せ
ん
か 

【回
答
】 

 

１
月
４
日
朝
の
業
者
確
認
以
降
、
業
者
→
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

社
会

福
祉
協
議
会
へ
連
絡
→
町
職
員
と
社
協
職
員
で
自
宅
周
辺
の
捜
索
→
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
捜
索
願
を
提
出
→
防
災
無
線
で
迷
い
人
情
報
を
放
送
し
ま
し
た

が
発
見
に
至
ら
ず
、
連
日
、
地
元
の
皆
様
や
消
防
団
に
も
捜
索
い
た
だ
き
、
７

日
に
道
路
か
ら
見
え
な
い
所
で
本
人
を
発
見
い
た
し
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

防
災
無
線
は
、
聞
き
や
す
さ
や
分
り
易
さ
な
ど
に
留
意
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
簡

潔
・
明
瞭
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

(

２)

認
知
症
の
独
居
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
は
？ 

①
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
？
②
コ
ン
ビ
ニ
等
々

に
対
応
を
お
願
い
で
き
ま
せ
ん
か 

【回
答
】 

 

４
９
機
関
が
参
加
す
る
「
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で
は
、
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
地
域
に
異
変
が
あ
れ
ば
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

社
協
へ
連
絡
し
ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
迷
い
人
放
送
が
あ
っ
た
場
合
、
自
宅
や

事
業
所
周
辺
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
等
に
は
今
後
個
別
に
協
力
を
仰

い
で
い
く
予
定
で
す
。 

(

３
）再
発
防
止
に
向
け
、
町
は
何
を
教
訓
に
対
策
を
ど
う
強
化
し
た
の
で
す
か 

【回
答
】 

 

日
ご
ろ
の
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
や
、
隣
近
所
の
情
報
の
共
有
が
重
要 

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、
認
知
症
の
理

解
を
深
め
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
地
域
支
え
あ
い
の
会
と
連
携
し
、
要

支
援
高
齢
者
の
状
況
把
握
や
支
援
体
制
等
に
つ
い
て
、
協
議
体
の
設
置
を
図

り
、
認
知
症
を
含
む
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。 

  

ニ
、
安
全
・安
心
な
学
童
保
育
を 

 

寄
居
町
の
学
童
保
育
は
３
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
当
初
か
ら
６
年
生
ま

で
の
保
育
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
国
も
制
度
化
し
て
、
子
ど
も
に
対
す
る

指
導
員
数
等
の
基
準
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

(

１)

学
童
保
育
料
補
助
が
で
き
ま
せ
ん
か 

 

現
在
、
保
育
料
は
１
～
４
年
生
が
１
万
３
１
０
０
円
、
５
、
６
年
生
は
１
万
３
０

０
円
で
す
。
一
人
親
家
庭
は
半
額
、
子
ど
も
３
人
以
上
の
割
引
も
あ
り
ま
す
が
、

保
育
料
が
高
く
て
入
所
を
見
合
わ
せ
る
親
も
い
ま
す
。 

①
保
育
料
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
近
隣
の
自
治
体
と
そ
の
額
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

【
回
答
】 

 

熊
谷
市
で
は
２
人
目
以
降
月
額
２
５
０
０
円
、
一
人
親
世
帯
で
月
額
５
０
０
０

円
、
秩
父
市
で
は
民
営
に
対
し
て
月
額
２
３
０
０
円
、
皆
野
町
で
は
月
額
６
０
０

０
円
、
長
瀞
町
で
は
第
３
子
以
降
に
月
額
３
０
０
０
円
、
美
里
町
で
は
一
人
親

世
帯
や
兄
弟
同
時
入
所
に
月
額
５
０
０
０
円
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。 

②
当
町
で
の
補
助
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か 

【
回
答
】 

 
寄
居
町
学
童
保
育
の
会(

運
営
母
体)

で
は
、
近
隣
の
保
育
料
等
を
鑑
み
保
育

料
額
等
の
改
定
を
検
討
し
て
お
り
、
町
で
は
そ
の
動
向
を
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。 

(

２
）指
導
員
確
保
、
定
着
の
た
め
、
時
給
を
保
育
士
並
み
に
値
上
げ
で
き
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
給
金
は
毎
年
出
る
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
か
。 

【
回
答
】 

 

時
給
は
寄
居
町
学
童
保
育
の
会
が
規
定
し
て
お
り
、
町
が
定
め
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
は
、
次
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
国
や
県
の
動
向
を
見
守
り
実
施
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

三
、
臨
時
職
員
に
期
末
手
当
支
給
、
処
遇
改
善
を 

(

１
）合
計
１
３
８
人
の
臨
時
職
員
に
対
し
今
年
度
か
ら
支
給
で
き
ま
せ
ん
か
。

支
給
率
や
調
整
率
を
掛
け
る
と
年
２
回
の
支
給
で
い
く
ら
で
す
か 

【
回
答
】 

 

２
年
後
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
向
け
、
支
給
額
や
勤
務
条
件

等
調
査
・研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
任
用
形
態
も
多
様
で
あ
り
、
現
時
点
で
支

給
額
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。 

(

２
）保
育
士
、
一
般
事
務
職
の
時
給
を
３
０
円
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か 

【
回
答
】 

 

他
市
町
村
の
賃
金
単
価
を
考
慮
し
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
臨
時
職
員
の
１
時

間
あ
た
り
の
賃
金
単
価
を
時
給
３
０
円
引
き
上
げ
る
予
定
で
す
。 

   

一
、
高
齢
者
向
け
の
食
事
の
改
善
を 

 

当
町
で
は
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
数
は
６
，
８
６
６
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
は
１
，
１
８
７
人
で
す
。
高
齢
者
で
は
通
所
又
は
在
宅
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
が
い
ま
す
。
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
市
販
の

弁
当
を
使
用
し
て
い
る
所
も
あ
り
、
固
く
て
食
べ
に
く
い
、(

裏
面
へ
続
く) 

■
寄
居
町
三
月
議
会
報
告 

 

三
月
議
会
質
問
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

■
行
方
不
明
死
の
再
発
防
止
策
を
求
め
ま
し
た
・・・田
母
神
町
議 

防
災
無
線
運
用
、
認
知
症
独
居
老
人
支
援
、
行
方
不
明
死
の
再
発
防
止
を
質
問
。 

 

■
学
童
保
育
料
、
指
導
員
処
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た 

・・・田
母
神
町
議 

近
隣
市
町
並
み
の
保
育
料
補
助
、
指
導
員
給
与
の
検
討
を
要
求
。 

■
通
所
介
護
な
ど
で
の
高
齢
者
向
け
食
事
改
善
を
要
望
・・・大
澤
町
議 

通
所
介
護
施
設
や
食
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
向
け
に
、
食
べ
や
す
く 

 

調
理
し
た
食
事
の
提
供
を
求
め
る
提
案
を
し
ま
し
た
。 

■
生
活
保
護
費
削
減
に
対
す
る
支
援
策
を
求
め
ま
し
た
・・・大
澤
町
議 

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
健
康
で
文
化
的
生
活
を
営
む
権
利
を
、
と
要
求
。 

    

   

以
下
に
日
本
共
産
党
、
大
澤
議
員
、
田
母
神
議
員
の
質
疑
要
旨
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 

 

【
田
母
神
節
子
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
】 

【大
澤
博
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
】 
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量
が
多
い
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
す 

(

１)
福
祉
施
設
で
食
事
を
作
り
利
用
者
に
提
供
し
て
い
る
所
は
ど
の
位
で
全
体

の
何
割
で
す
か
。 

【
回
答
】 

 
 

食
事
を
作
り
利
用
者
に
提
供
し
て
い
る
施
設
は
、
２
５
施
設
の
う
ち
１

５
施
設
で
あ
り
、
全
体
の
６
０
％
で
す
。 

(

２)

食
事
を
作
ら
な
い
施
設
は
ど
ん
な
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
か
。
高
齢
者

向
け
に
な
っ
て
い
ま
す
か 

【
回
答
】 

 

施
設
外
の
配
食
に
よ
る
食
事
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
施
設
が
高

齢
者
向
け
に
配
慮
し
て
い
る
と
の
回
答
で
し
た
。 

(

３)

ふ
れ
あ
い
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
数
と
高
齢
者
の
割
合
及

び
評
価
を
お
聞
き
し
ま
す 

【
回
答
】 

利
用
世
帯
数
は
、
高
齢
者
の
み
世
帯
数
が
８
６
世
帯
、
障
害
者
世
帯
が

５
世
帯
の
合
計
９
１
世
帯
で
、
９
４
．
５
％
が
高
齢
者
の
み
世
帯
で
す
。

評
価
は
概
ね
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

(

４)

他
市
で
は
刻
み
食
・
カ
ロ
リ
ー
食
な
ど
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
配

食
し
て
お
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
て
福
祉
施
設
に
提
供
で
き
ま
せ
ん

か 【
回
答
】 

 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
小
中
学
校
向
け
給
食
調
理
の
た
め
の
施
設
で
あ

り
、
高
齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
ま
せ
ん
。 

(

５)

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
県
下
ナ
ン
バ
ー
１
」の
実
現
の
た
め
に
も
栄
養
調
査
を

行
い
、
必
要
な
世
帯
に
は
管
理
栄
養
士
が
食
事
指
導
行
う
体
制
を
作
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か 

【
回
答
】 

 

国
や
県
の
調
査
結
果
か
ら
把
握
は
可
能
で
あ
り
、
町
単
独
で
の
栄
養
調

査
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
制
度
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
支

援
を
要
す
る
高
齢
者
が
、
可
能
な
限
り
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
専
門
職
が
自
宅
を
訪
問
し
、
相
談
、
指
導
等
を
行
う
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
制
度
の
周
知
を
は
か
り
ま
す
。 

二
、
生
活
保
護
費
削
減
の
補
填
で
生
活
支
援
を 

１
０
月
か
ら
３
年
か
け
て
、
生
活
保
護
費
の
基
準
額
を
５
％
引
き
下
げ

る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
基
準
額
は
平
成
２
５
～
２
７
年
度
に
も
最
大
１

０
％
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
生
活
保
護
受

給
者
に
削
減
額
の
支
援
を
町
独
自
で
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

(

１)

町
の
生
活
保
護
受
給
者
数
、
及
び
高
齢
者
、
母
子
家
庭
の
割
合
は
ど
の
位

で
す
か 

【
回
答
】 

３
月
現
在
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
は
３
７
８
世
帯
、
５
０
９
人
で
、
そ

の
う
ち
高
齢
者
世
帯
は
１
７
０
世
帯
で
約
４
５
％
、
母
子
世
帯
は
２
９
世

帯
で
約
７
．
７
％
な
っ
て
い
ま
す
。 

(

２)

今
年
１
０
月
か
ら
の
引
き
下
げ
は
ど
の
位
で
す
か
。
母
子
家
庭
で
子
ど
も

が
多
い
ほ
ど
引
下
げ
額
が
多
い
と
聞
く
が
ど
の
位
下
が
り
ま
す
か 

【
回
答
】 

国
か
ら
詳
細
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
引
き
下
げ
額
は
今
後
、
国

で
定
め
た
基
準
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

(

３)

憲
法
２
５
条
で
示
さ
れ
た
健
康
で
文
化
的
生
活
を
す
る
権
利
を
保
障
す

る
た
め
、
削
減
分
を
補
填
す
る
支
援
の
創
設
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

【
回
答
】 

 

最
低
生
活
費
を
保
障
し
て
い
る
生
活
保
護
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

(

４)

生
活
保
護
費
の
減
額
が
就
学
援
助
の
給
付
水
準
や
最
低
賃
金
に
も
影
響

す
る
と
不
安
な
声
が
あ
り
ま
す
。
影
響
さ
せ
な
い
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
か 

【
回
答
】 

 

就
学
援
助
費
の
支
給
対
象
と
な
る
準
要
保
護
の
方
に
つ
い
て
は
、
文
部

科
学
省
が
示
す
基
準
額
に
よ
り
判
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
就
学
援
助

費
の
関
係
は
、
国
が
示
す
基
準
額
に
よ
り
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

              

◇
主
な
予
算
審
議
等
の
討
論
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
◇ 

■
２
０
１
８
年
度
寄
居
町
一
般
会
計
予
算
に
次
の
理
由
で
反
対
し
ま
し

た ・
年
間
所
得
３
０
０
万
円
以
下
の
人
は
７
２
．
３
％
で
多
く
の
人
が
生
活
は
苦
し

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
の
扶
養
費
の
削
減
、
介
護
保
険
の
改
悪
等
が

高
齢
者
や
弱
者
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
町
の
支
援
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
教
育
施
策
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
が
不
充
分
。 

・
学
童
保
育
所
の
保
育
料
補
助
、
指
導
員
の
労
働
条
件
等
、
近
隣
自
治
体
と

比
べ
て
町
の
思
い
や
り
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

・
同
和
対
策
事
業
で
は
、
２
団
体
１
０
５
人
に
対
し
て
年
間
３
８
０
万
円
も
の
予

算
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
不
平
等
で
す
。 

・女
性
の
活
躍
推
進
は
保
育
所
、
介
護
施
設
等
の
労
働
条
件
の
改
善
も
必
要
。 

・健
康
長
寿
に
は
保
健
師
の
指
導
が
必
要
だ
が
拡
充
策
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

■
２
０
１
８
年
度
寄
居
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
反
対
し
ま
し
た 

 

国
保
税
を
下
げ
る
た
め
、
独
自
の
一
般
会
計
か
ら
繰
入
を
行
う
べ
き
で

す
。
ど
ん
な
理
由
で
も
保
険
証
取
り
上
げ
処
置
は
や
め
る
べ
き
で
す
。 

■
２
０
１
８
年
年
度
寄
居
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
反
対 

 

医
療
と
い
う
人
間
の
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
、
高
齢
者
を
差
別
す
る
こ
の
制

度
を
続
け
さ
せ
る
わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。 

■
２
０
１
８
年
度
寄
居
町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た 

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
増
え
、
個
人
給
水
料
は
低
下
の
傾
向
で
す
が
、

１
０
㎥
以
下
に
つ
い
て
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
改
善
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。 

■
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
国
へ
の 

 

意
見
書
の
提
出
に
賛
成
し
ま
し
た 

○
月
単
位
の
年
金
支
給
に
し
て
ほ
し
い 

○
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃
止
し
、
「年
金
カ
ッ
ト
法
」の
年
金
額
改
定
新
ル
ー

ル
は
実
施
し
な
い
こ
と 

○
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
な
い
こ
と 

○
全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
最
低
保
障
年
金
制
度
を
早
急
に
実
現
し
て
欲
し
い

※
こ
の
請
願
は
共
産
党
議
員
２
名
を
除
き
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 ４月７日、花園アドニス大ホールに於いて加計学

園問題で「あるものを無かったことにはできない」と

勇気ある証言をした前川氏を招き講演会が開催さ

れました。前川氏は加計、森友問題は安倍首相に

よる国の権限、財産の私物化、国民への裏切り

だ、と強く断罪しました。直近の文書改ざん問題で

は、官僚が決裁文書を書き換えることはあり得な

い、官邸からの強い力が働いたのでは、との見方

を示しました。教育は不当な支配に服することなく

行われなければならない、と言う教育基本法の精

神を語り、政治の介入で歪められるような事はあっ

てはならない、と訴えました。 

前川喜平さん 大いに語る！ 

 
『１１区市民の会』   

前文科省事務次官 

前川喜平氏講演会開催 

第 2会場まで“満員の盛況” 


